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〔
商
法
　
二
〇
三
〕
　
発
行
差
止
仮
処
分
違
反
の
新
株
発
行
の
効
力

（
礁
難
榊
鍾
糠
獺
）

、
判
示
事
項
〕

　
新
株
発
行
差
止
の
仮
処
分
違
反
は
新
株
発
行
の
無
効
原
因
に
な
る
。

〔
参
照
条
文
〕

　
商
法
二
八
○
条
ノ
一
〇
・
二
八
O
条
ノ
一
五
、
民
訴
法
七
六
〇
条

〔
事
　
実
〕

　
Y
株
式
会
社
（
被
告
）
は
、
昭
和
七
年
八
月
七
日
設
立
さ
れ
た
会
社
で
、
資

本
額
三
五
〇
〇
万
円
、
発
行
株
式
総
数
一
四
〇
万
株
、
発
行
済
株
式
総
数
七
〇

万
株
で
あ
り
、
製
氷
お
よ
び
冷
蔵
倉
庫
業
を
主
た
る
営
業
目
的
と
し
て
い
る
。

　
X
（
原
告
）
は
、
Y
会
社
の
六
七
万
七
一
七
〇
株
の
株
主
（
大
株
主
）
で
あ

り
、
訴
外
A
と
と
も
に
同
社
の
代
表
取
締
役
で
あ
る
。

　
最
初
は
、
Y
会
社
の
経
営
の
実
権
を
A
が
握
つ
て
い
た
が
、
そ
の
後
X
に
移

譲
す
る
こ
と
に
な
り
、
昭
和
四
五
年
七
月
一
〇
目
ま
で
に
A
の
持
株
二
六
万
七

五
〇
〇
株
は
X
に
譲
渡
さ
れ
、
A
は
Y
会
社
よ
り
一
四
五
〇
万
円
の
退
職
金
を

受
領
し
た
。
さ
ら
に
、
A
か
ら
X
へ
の
権
限
移
譲
が
円
滑
に
進
む
よ
う
に
、
昭

和
四
六
年
六
月
二
九
日
に
Y
会
社
の
取
締
役
を
X
側
四
名
、
A
側
三
名
の
計
七

　
　
　
判
　
例
研
究

名
と
し
、
A
は
同
年
一
〇
月
末
日
限
り
取
締
役
社
長
を
辞
任
す
る
旨
を
X
に
約

束
し
た
。

　
と
こ
ろ
が
、
A
は
こ
の
約
束
を
守
ら
ず
、
取
締
役
社
長
を
辞
任
す
る
こ
と
を

渋
り
出
し
た
の
で
、
X
は
再
三
、
経
営
権
を
自
己
に
譲
る
よ
う
A
と
交
渉
を
続

け
て
き
た
。

　
こ
の
よ
う
な
状
態
の
中
で
、
Y
会
社
は
、
昭
和
四
七
年
七
月
二
八
日
に
取
締

役
会
を
開
き
、
発
行
価
額
一
株
に
つ
き
金
一
〇
〇
円
、
払
込
期
日
を
同
年
八
月

二
五
目
と
す
る
新
株
七
〇
万
株
の
公
募
発
行
を
決
議
し
た
。
　
（
こ
の
新
株
発
行
の

公
告
は
昭
和
四
七
年
八
月
二
日
付
目
本
経
済
新
聞
朝
刊
に
掲
載
さ
れ
た
）
。
　
と
こ
ろ

で
、
こ
の
新
株
発
行
は
、
A
が
Y
会
社
の
授
権
資
本
の
枠
が
七
〇
万
株
残
つ
て

い
る
こ
と
を
奇
貨
と
し
て
、
実
質
上
自
分
が
Y
会
社
の
発
行
済
株
式
総
数
の
過

半
数
を
保
有
す
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
経
営
権
を
X
か
ら
奪
還
す
る
意
図
で
行

わ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
こ
の
意
図
の
下
に
、
A
の
支
配
下
に
あ
る
B
会
社
が
こ

の
株
式
全
部
を
引
受
け
、
Y
会
社
は
同
年
八
月
二
九
日
に
こ
、
の
新
株
発
行
に
よ

る
変
更
登
記
手
続
を
完
了
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
四
】
　
　
（
一
一
七
三
）



　
　
　
判
例
研
究

　
X
は
、
右
取
締
役
会
の
招
集
通
知
が
X
側
四
名
の
取
締
役
に
対
し
て
な
さ
れ

て
お
ら
ず
、
そ
の
た
め
過
半
数
の
定
足
数
を
み
た
し
て
い
な
い
の
で
、
そ
の
決

議
は
不
存
在
も
し
く
は
無
効
で
あ
る
と
し
て
、
横
浜
地
方
裁
判
所
に
右
新
株
発

行
差
止
の
仮
処
分
命
令
を
申
請
し
た
。
同
裁
判
所
は
、
こ
れ
を
認
容
し
て
仮
処

分
命
令
を
発
し
、
こ
の
命
令
は
同
年
八
月
二
二
日
に
Y
会
社
に
送
達
さ
れ
た
。
と

こ
ろ
が
、
Y
会
社
は
、
同
日
に
は
す
で
に
新
株
全
部
に
つ
い
て
の
申
込
証
拠
金

が
引
受
人
B
会
社
に
よ
つ
て
払
い
込
ま
れ
て
い
た
と
し
て
、
新
株
発
行
を
強
行

し
た
。
そ
こ
で
、
X
は
、
右
新
株
発
行
は
仮
処
分
命
令
に
違
反
し
て
い
る
か
ら

無
効
で
あ
る
と
し
て
本
訴
を
提
起
し
た
。

〔
判
　
旨
〕
　
X
の
請
求
認
容
。

　
本
件
新
株
発
行
は
有
効
な
取
締
役
会
の
決
議
を
欠
い
て
い
る
か
ら
無
効
で
あ

る
と
の
X
の
主
張
に
つ
い
て
、
「
株
式
会
社
の
新
株
発
行
に
つ
い
て
は
、
い
や
し

く
も
対
外
的
に
会
社
を
代
表
す
る
権
限
の
あ
る
取
締
役
が
新
株
を
発
行
し
た
以

上
、
た
と
え
右
新
株
の
発
行
に
つ
い
て
有
効
な
取
締
役
会
の
決
議
が
な
く
と
も
、

右
新
株
の
発
行
は
有
効
な
も
の
と
解
す
べ
ぎ
で
あ
る
か
ら
（
最
高
裁
昭
和
三
六
・

三
会
二
判
決
参
照
）
、
仮
に
本
件
新
株
の
発
行
に
関
し
て
取
締
役
会
決
議
を
欠

く
と
し
て
も
、
X
に
お
い
て
、
右
新
株
の
発
行
が
当
時
Y
会
社
を
代
表
す
る
権

限
の
あ
つ
た
取
締
役
A
に
よ
つ
て
な
さ
れ
た
こ
と
を
認
め
る
以
上
、
そ
の
無
効

を
主
張
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
ず
、
X
の
叙
上
の
主
張
は
、
そ
の
余
の
判
断
に
立

ち
入
る
迄
も
な
く
採
る
を
得
な
い
と
い
う
べ
ぎ
で
あ
る
」
　
（
判
旨
第
一
点
）

　
本
件
新
株
発
行
は
発
行
差
止
仮
処
分
に
違
反
し
て
い
る
か
ら
無
効
で
あ
る
と

の
X
の
主
張
に
つ
い
て
、
「
右
の
事
実
に
照
せ
ば
、
本
件
新
株
の
発
行
は
、
発
行

差
止
の
仮
処
分
に
違
反
し
、
こ
れ
を
無
視
し
て
な
さ
れ
た
も
の
と
い
わ
ね
ば
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
四
二
　
　
（
一
一
七
四
）

ら
な
い
。
こ
の
点
に
つ
ぎ
Y
会
社
は
、
仮
処
分
命
令
が
送
達
さ
れ
た
昭
和
四
七

年
八
月
二
二
日
に
は
、
既
に
払
込
取
扱
銀
行
…
…
に
引
受
人
ア
ド
レ
ス
タ
イ
プ

に
よ
つ
て
新
株
七
〇
万
株
の
申
込
証
拠
金
が
払
い
込
ま
れ
て
お
り
、
あ
と
は
払

込
期
日
た
る
同
月
二
五
日
の
経
過
を
ま
つ
ば
か
り
で
あ
つ
た
か
ら
、
Y
会
社
と

し
て
は
も
は
や
な
す
べ
き
手
続
が
な
く
、
し
た
が
つ
て
、
新
株
発
行
差
止
の
仮

処
分
は
当
初
か
ら
効
力
を
生
ず
る
余
地
が
な
か
つ
た
旨
主
張
す
る
。
し
か
し
な

が
ら
、
払
込
ま
た
は
現
物
出
資
の
給
付
を
な
し
た
新
株
引
受
人
は
、
払
込
期
目

の
翌
日
よ
り
株
主
と
な
り
（
商
法
二
八
O
条
ノ
九
）
、
こ
の
と
き
に
新
株
発
行
の

効
力
が
生
ず
る
の
で
あ
る
か
ら
、
株
式
発
行
差
止
の
仮
処
分
は
右
の
と
き
ま
で

に
な
さ
れ
る
こ
と
を
要
し
、
か
？
こ
れ
を
も
つ
て
足
り
る
と
い
わ
ね
ば
な
ら

な
い
。
さ
す
れ
ば
、
払
込
期
目
た
る
八
月
二
五
目
以
前
に
Y
会
社
に
対
し
前
記

仮
処
分
の
送
達
さ
れ
て
い
る
本
件
に
お
い
て
は
、
新
株
の
発
行
が
右
仮
処
分
に

違
反
し
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
り
、
Y
会
社
の
上
記
主
張
は
失
当
で
あ

る
。

　
そ
こ
で
、
本
件
新
株
発
行
の
効
力
に
つ
い
て
考
え
る
に
、
株
主
が
発
行
差
止

の
仮
処
分
申
請
ま
た
は
訴
の
提
起
を
し
な
い
で
、
単
に
訴
訟
外
に
お
い
て
口
頭

ま
た
は
書
面
で
差
止
を
請
求
し
て
い
る
場
合
と
異
な
り
、
差
止
の
仮
処
分
が
発

せ
ら
れ
、
も
し
く
は
判
決
が
言
渡
さ
れ
（
そ
の
確
定
の
前
後
を
問
わ
な
い
）
た
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
れ
を
無
視
し
て
新
株
が
発
行
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
き

は
、
違
法
な
新
株
の
発
行
と
し
て
無
効
原
因
に
な
る
と
解
す
る
の
が
相
当
で
あ

る
。
け
だ
し
、
株
主
に
よ
る
差
止
の
仮
処
分
申
請
ま
た
は
訴
に
対
し
て
、
そ
の

差
止
理
由
に
つ
い
て
の
裁
判
所
の
公
権
的
判
断
が
示
さ
れ
て
い
る
の
に
、
敢
て

か
か
る
裁
判
を
度
外
視
し
て
な
さ
れ
た
新
株
の
発
行
を
有
効
と
す
る
と
き
は
、



差
止
請
求
権
を
特
に
権
利
と
し
て
認
め
た
立
法
の
目
的
に
そ
わ
な
い
結
果
と
な

り
、
株
主
の
利
益
保
護
を
は
か
ら
ん
と
す
る
趣
旨
が
実
質
上
無
意
味
に
帰
す
る

か
ら
で
あ
る
。
し
て
み
れ
ば
、
本
件
新
株
の
発
行
は
無
効
と
い
わ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

　
な
お
、
Y
会
社
は
、
新
株
発
行
差
止
の
仮
処
分
に
違
反
し
た
こ
と
が
新
株
発

行
の
無
効
原
因
に
な
る
と
し
て
も
、
そ
れ
は
単
に
仮
処
分
命
令
に
違
反
し
た
と

い
う
事
実
そ
の
も
の
に
よ
つ
て
で
は
な
く
、
右
仮
処
分
の
原
因
と
な
つ
た
事
実

（
本
件
に
お
い
て
は
取
締
役
会
決
議
の
不
存
在
も
し
く
は
無
効
）
の
存
否
に
よ
つ
て
決

せ
ら
れ
る
べ
き
旨
主
張
す
る
け
れ
ど
も
、
本
件
新
株
発
行
を
無
効
と
す
る
理
由

は
、
前
叙
の
よ
う
に
差
止
理
由
に
つ
い
て
の
裁
判
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

こ
れ
に
違
反
し
、
こ
れ
を
無
視
し
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
右
差
止
理
由

に
つ
い
て
の
判
断
の
当
否
を
問
題
に
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
あ
る
か
ら

（
そ
れ
ゆ
え
に
、
判
決
の
場
合
に
は
、
そ
の
確
定
・
未
確
定
を
問
わ
な
い
）
、
　
こ
の
点

に
関
す
る
Y
会
社
の
主
張
は
そ
れ
自
体
理
由
が
な
い
。
」
（
判
旨
第
二
点
）

〔
研
　
究
〕

　
本
判
決
は
、
発
行
差
止
仮
処
分
違
反
の
新
株
発
行
の
効
力
に
関
す
る
最
初
の

判
例
で
あ
り
、
し
か
も
仮
処
分
の
原
因
と
な
つ
た
事
実
の
存
否
や
差
止
理
由
に

つ
い
て
の
判
断
の
当
否
を
問
題
と
し
な
い
で
、
仮
処
分
違
反
の
み
を
理
由
と
し

て
新
株
発
行
を
無
効
と
判
示
し
た
点
に
お
い
て
、
注
目
す
べ
き
判
決
で
あ
る
。

　
判
旨
第
一
点
に
つ
い
て

　
有
効
な
取
締
役
会
の
決
議
を
欠
く
新
株
発
行
の
効
力
に
つ
い
て
、
本
判
決
が

参
照
し
て
い
る
昭
和
三
六
年
三
月
三
一
目
の
最
高
裁
判
決
（
民
集
輔
五
巻
三
号
六

四
五
頁
）
は
、
　
授
権
資
本
制
度
を
と
る
現
行
商
法
に
お
い
て
は
、
新
株
発
行
は

　
　
　
判
　
例
　
研
　
究

会
社
の
業
務
執
行
に
準
ず
る
も
の
と
し
て
取
扱
つ
て
い
る
も
の
と
解
す
る
の
が

相
当
で
あ
る
こ
と
、
取
締
役
会
の
決
議
は
会
社
内
部
の
意
思
決
定
で
あ
つ
て
、
株

式
申
込
人
に
は
右
決
議
の
存
否
は
容
易
に
知
り
得
べ
か
ら
ざ
る
も
の
で
あ
る
こ

と
を
理
由
に
、
こ
れ
を
有
効
と
解
し
て
お
り
、
本
判
決
も
ま
た
こ
の
立
場
を
踏

襲
し
て
い
る
。

　
学
説
は
分
か
れ
て
お
り
、
判
例
と
同
じ
立
場
の
有
効
説
は
、
授
権
資
本
制
の

採
用
に
よ
り
、
新
株
発
行
が
取
締
役
会
の
決
議
事
項
と
な
り
、
払
込
の
あ
つ
た
部

分
だ
け
で
有
効
に
新
株
発
行
を
な
し
う
る
（
商
二
八
○
条
ノ
九
）
よ
う
に
な
つ
た

現
行
商
法
に
あ
つ
て
は
、
新
株
発
行
の
会
社
資
金
調
達
機
能
を
重
視
し
て
、
こ

れ
を
取
引
行
為
に
準
ず
る
も
の
と
構
成
す
る
の
が
妥
当
で
あ
る
と
し
、
取
締
役

会
の
決
議
は
会
社
内
部
の
意
思
決
定
の
意
味
を
も
つ
に
と
ど
ま
る
か
ら
、
会
社

の
代
表
機
関
に
よ
つ
て
新
株
発
行
が
な
さ
れ
た
以
上
は
、
取
締
役
会
の
決
議
が

な
く
て
も
、
　
新
株
発
行
は
有
効
で
あ
る
と
す
る
（
石
井
・
会
社
法
㊦
六
一
二
頁
、
河

本
・
現
代
会
社
法
〔
新
訂
第
一
版
〕
二
三
〇
頁
、
近
藤
「
新
株
発
行
の
差
止
と
無
効
」
新

商
法
演
習
2
一
六
一
頁
等
）
。
こ
れ
に
対
し
、
無
効
説
は
、
新
株
発
行
は
株
主
・
資

本
と
い
う
会
社
の
人
的
・
物
的
基
礎
を
拡
大
す
る
組
織
法
上
の
行
為
で
あ
つ
て
、

社
債
発
行
の
よ
う
な
取
引
法
上
の
行
為
と
は
同
視
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
し
た

が
つ
て
取
締
役
会
の
決
議
は
新
株
発
行
の
有
効
要
件
と
解
す
べ
き
で
あ
り
、
こ

れ
を
欠
け
ば
新
株
発
行
は
無
効
と
な
る
と
す
る
（
田
中
（
誠
）
・
全
訂
会
社
法
詳
論

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

下
七
三
二
頁
、
大
隅
・
全
訂
会
社
法
論
中
三
四
六
頁
、
服
部
・
新
版
会
社
法
ご
西
頁

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

等
）
。
折
衷
説
は
、
基
本
的
に
は
有
効
説
の
立
場
に
た
ち
な
が
ら
、
鍛
疵
に
つ

い
て
の
悪
意
の
株
式
取
得
者
ま
た
は
当
初
の
株
式
引
受
人
の
手
も
と
に
新
株
が

あ
る
場
合
に
は
、
新
株
の
発
行
を
無
効
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
解
す
る
（
鈴

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
四
三
　
　
（
一
｝
七
五
）
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木
・
新
版
会
社
法
全
訂
一
版
二
二
一
頁
）
。

　
こ
の
よ
う
な
学
説
の
対
立
は
、
新
株
発
行
の
性
質
の
と
ら
え
か
た
の
相
異
に

起
因
す
る
が
、
詰
ま
る
と
こ
ろ
、
取
引
法
上
の
原
理
と
組
織
法
上
の
原
理
の
ど

ち
ら
を
優
先
す
べ
ぎ
で
あ
る
か
、
換
言
す
れ
ば
、
取
引
の
安
全
と
会
社
・
株
主

の
利
益
の
い
ず
れ
を
よ
り
厚
く
保
護
す
べ
ぎ
か
の
問
題
に
帰
着
す
る
。
そ
の
た

め
、
有
効
説
と
無
効
説
の
議
論
　
（
そ
の
詳
細
は
植
村
「
新
株
発
行
の
手
続
」
商
法
の

判例

ス
第
三
版
）
二
五
ー
六
頁
参
照
）
は
平
行
線
を
辿
つ
て
お
り
、
決
定
的
な
決

め
手
は
見
当
ら
な
い
。
私
は
、
新
株
発
行
は
旧
株
主
の
会
社
支
配
力
に
重
大
な

影
響
を
与
え
る
か
ら
、
こ
れ
を
慎
重
に
検
討
さ
せ
る
た
め
、
取
締
役
会
の
決
議

事
項
た
ら
し
め
た
の
が
法
の
趣
旨
と
解
し
て
お
り
、
し
た
が
つ
て
、
無
効
説
を

支
持
す
る
が
、
本
件
に
お
い
て
、
こ
の
問
題
は
、
判
決
の
傍
論
と
し
て
触
れ
ら

れ
て
い
る
に
す
ぎ
ず
、
中
心
的
論
点
で
あ
る
発
行
差
止
仮
処
分
違
反
の
新
株
発

行
の
効
力
と
多
少
か
か
わ
り
が
あ
る
に
と
ど
ま
る
か
ら
、
こ
れ
以
上
立
ち
入
る

こ
と
を
避
け
、
判
旨
第
一
点
に
は
賛
成
で
き
な
い
こ
と
だ
け
を
述
べ
る
に
と
ど

め
て
お
く
。

　
判
旨
第
二
点

　
発
行
差
止
の
仮
処
分
に
違
反
し
た
こ
と
が
新
株
発
行
無
効
の
訴
の
原
因
と
な

る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
、
学
説
上
、
肯
定
説
と
否
定
説
と
が
対
立
し
て
い
る
。

　
肯
定
説
の
根
拠
を
ま
と
め
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

　
1
　
昭
和
二
五
年
の
商
法
改
正
で
取
締
役
の
権
限
が
拡
大
さ
れ
て
取
締
役
会

の
決
議
だ
け
で
新
株
を
発
行
で
き
る
こ
と
と
な
つ
た
こ
と
に
対
応
し
て
株
主
保

護
の
見
地
か
ら
発
行
差
止
請
求
制
度
（
商
二
八
○
条
ノ
一
〇
）
が
設
け
ら
れ
た
の
で

あ
る
か
ら
、
こ
の
よ
う
な
立
法
趣
旨
に
適
合
さ
せ
る
に
は
、
差
止
仮
処
分
違
反
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
四
四
　
　
（
一
一
七
六
）

新
株
発
行
は
無
効
の
訴
の
原
因
と
な
る
と
解
す
べ
き
で
あ
る
　
（
田
中
（
誠
Y
本

件
判
批
・
金
融
商
事
判
例
五
〇
〇
号
七
頁
、
同
・
全
訂
会
社
法
詳
論
（
下
）
七
三
一
頁
、
鈴

木
・
商
法
研
究
皿
二
二
九
頁
）
。

　
2
　
法
令
ま
た
は
定
款
に
違
反
し
て
新
株
を
発
行
し
た
場
合
の
取
締
役
の
損

害
賠
償
責
任
は
、
別
に
差
止
が
な
く
て
も
生
ず
る
か
ら
（
商
二
六
六
条
一
項
五
号
）

差
止
仮
処
分
違
反
の
新
株
発
行
を
無
効
の
訴
の
原
因
と
な
る
と
解
さ
な
け
れ

ば
、
差
止
請
求
は
単
に
取
締
役
の
注
意
を
喚
起
す
る
事
実
上
の
行
為
と
大
差
な

く
な
り
、
商
法
が
差
止
請
求
権
を
一
つ
の
権
利
と
し
て
認
め
た
意
味
が
な
く
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

つ
て
し
ま
う
　
（
大
隅
・
全
訂
会
社
法
論
中
三
四
〇
頁
、
大
森
・
新
版
会
社
法
講
義
〔
改

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

訂
版
〕
一
八
○
頁
）
。

　
3
　
仮
処
分
の
よ
う
な
裁
判
所
に
よ
り
公
権
力
で
認
め
ら
れ
た
命
令
は
、
法

秩
序
尊
重
と
い
う
公
共
の
目
的
か
ら
、
こ
れ
に
充
分
の
実
効
あ
る
よ
う
に
、
そ

の
効
力
を
認
め
る
べ
ぎ
で
あ
つ
て
、
発
行
差
止
の
仮
処
分
命
令
に
特
別
な
私
法

的
効
果
を
認
め
る
と
す
れ
ぽ
、
こ
れ
に
反
す
る
新
株
発
行
を
無
効
な
ら
し
め
る

以
外
に
な
い
　
（
田
中
（
誠
Y
前
掲
判
批
八
頁
、
な
お
野
津
・
新
会
社
法
概
論
一
九
七
頁

は
、
差
止
の
判
決
に
反
し
た
場
合
に
は
法
の
禁
止
に
反
し
た
場
合
に
準
じ
て
新
株
発
行
は

無
効
に
な
る
と
解
し
て
い
る
）
。

　
否
定
説
の
根
拠
を
ま
と
め
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

　
1
　
新
株
発
行
の
場
合
に
は
法
律
関
係
の
安
定
を
考
慮
す
る
必
要
が
大
き
い

う
え
に
そ
の
発
行
の
蝦
疵
は
一
律
に
決
す
べ
き
で
あ
る
か
ら
、
た
と
え
そ
の
発

行
が
理
由
あ
る
差
止
に
違
反
し
て
な
さ
れ
て
も
、
依
然
と
し
て
有
効
で
あ
つ
て
、

差
止
の
実
効
性
は
、
立
法
論
上
仮
処
分
違
反
そ
の
も
の
を
処
罰
す
る
こ
と
に
よ

つ
て
確
保
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
（
北
沢
・
株
式
会
社
法
研
究
一
三
八
⊥
三
頁
）
。



　
2
　
取
引
の
安
全
と
い
う
こ
と
を
た
て
ま
え
と
す
る
以
上
、
新
株
発
行
差
止

の
仮
処
分
に
違
反
し
て
発
行
し
た
場
合
も
無
効
に
は
な
ら
な
い
（
河
本
．
前
掲
書

≡
一
二
頁
）
。

　
3
　
差
止
の
よ
う
に
株
主
の
個
人
的
利
益
保
護
を
目
的
と
す
る
場
合
に
一
律

に
新
株
発
獄
無
効
の
訴
の
事
由
と
す
る
こ
と
が
、
取
締
役
の
違
法
行
為
の
差
止

の
場
合
（
商
二
七
二
条
）
に
そ
の
違
反
は
善
意
の
第
三
者
の
利
益
を
害
さ
な
い
限

度
で
無
効
と
し
う
る
と
す
る
立
場
と
調
和
し
う
る
か
疑
問
で
あ
る
（
石
井
．
前

掲
書
五
八
頁
）
。

　
以
上
の
肯
定
・
否
定
両
説
に
対
し
、
近
藤
教
授
の
修
正
否
定
説
と
も
い
う
べ

き
所
説
が
あ
る
。
こ
の
立
場
は
、
差
止
の
仮
処
分
は
単
に
仮
処
分
債
権
者
た
る

株
主
に
対
す
る
関
係
で
の
み
債
務
者
会
社
に
不
作
為
義
務
を
課
す
る
に
す
ぎ
ず

当
事
者
間
の
効
力
し
か
有
し
な
い
か
ら
、
そ
の
違
反
は
、
広
く
第
三
者
と
の
関

係
で
、
し
か
も
第
三
者
の
善
意
悪
意
を
問
わ
ず
、
新
株
発
行
を
一
体
と
し
て
無

効
と
す
る
新
株
発
行
無
効
の
訴
の
原
因
と
な
る
も
の
で
は
な
い
し
、
株
主
の
新

株
引
受
権
を
原
則
と
し
て
否
認
し
て
い
る
現
行
法
に
お
け
る
新
株
発
行
に
つ
い

て
は
、
取
引
の
安
全
を
重
視
す
べ
き
で
あ
る
が
、
発
行
さ
れ
た
新
株
が
善
意
の

第
三
者
に
譲
渡
さ
れ
な
い
間
な
ら
ば
、
部
分
的
に
新
株
発
行
を
無
効
と
す
る
こ

と
が
考
え
ら
れ
る
と
す
る
（
近
藤
・
注
釈
会
社
法
⑤
一
八
六
－
七
頁
）
。

　
こ
の
よ
う
に
見
解
が
分
か
れ
る
の
は
、
取
締
役
会
の
決
議
を
欠
く
新
株
発
行

の
効
力
に
関
す
る
議
論
の
場
合
と
同
様
に
、
主
と
し
て
、
昭
和
二
五
年
の
商
法

改
正
に
よ
る
授
権
資
本
制
の
下
で
の
新
株
発
行
の
性
質
・
機
能
の
と
ら
え
方
の

違
い
に
よ
る
。
新
株
発
行
の
資
金
調
達
機
能
を
重
視
し
、
そ
の
業
務
執
行
に
準

ず
る
行
為
の
面
に
重
点
を
置
く
立
場
は
、
株
主
の
利
益
よ
り
も
取
引
安
全
を
優

　
　
　
　
判
例
研
究

先
さ
せ
る
か
ら
、
取
締
役
会
の
決
議
を
欠
く
新
株
発
行
の
場
合
と
同
様
、
発
行

差
止
仮
処
分
違
反
の
新
株
発
行
の
場
合
も
、
こ
れ
を
無
効
原
因
と
解
す
る
こ
と

は
、
株
式
取
得
者
の
利
益
を
害
す
る
か
ら
許
さ
れ
な
い
と
し
て
否
定
す
る
。
こ

れ
に
対
し
、
新
株
発
行
の
組
織
法
上
の
行
為
の
面
に
重
点
を
置
く
立
場
は
、
新

株
発
行
が
与
え
る
株
主
へ
の
影
響
を
重
視
し
、
株
主
の
利
益
保
護
の
見
地
か
ら
、

取
締
役
会
の
決
議
を
欠
く
場
合
も
、
差
止
違
反
の
場
合
も
、
そ
の
新
株
発
行
は
無

効
と
す
べ
ぎ
で
あ
る
と
し
て
、
無
効
原
因
と
な
る
こ
と
を
肯
定
す
る
の
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
が
、
本
判
決
は
、
取
締
役
会
の
決
議
を
欠
く
新
株
発
行
は
有
効
と
解

し
な
が
ら
、
発
行
差
止
仮
処
分
違
反
の
新
株
発
行
は
無
効
原
因
に
な
る
と
解
し

て
い
る
。
そ
の
理
由
と
し
て
、
差
止
理
由
に
つ
い
て
の
裁
判
所
の
公
権
的
判
断

が
示
さ
れ
て
い
る
の
に
、
こ
の
よ
う
な
裁
判
を
度
外
視
し
て
な
さ
れ
た
新
株
の

発
行
を
有
効
と
す
る
と
き
は
、
差
止
請
求
権
を
特
に
権
利
と
し
て
認
め
た
立
法

の
目
的
に
そ
わ
な
い
結
果
と
な
り
、
株
主
の
利
益
保
護
を
は
か
ら
ん
と
す
る
趣

旨
が
無
意
味
に
帰
す
る
か
ら
で
あ
る
と
述
べ
て
、
株
主
の
利
益
を
重
視
し
て
い

る
よ
う
に
み
え
る
が
、
株
主
の
利
益
を
考
慮
す
る
な
ら
ば
も
う
一
歩
進
ん
で
、

取
締
役
会
の
決
議
を
経
な
い
新
株
発
行
も
無
効
原
因
に
な
る
と
解
す
べ
き
で
は

な
か
つ
た
か
と
思
わ
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
発
行
差
止
仮
処
分
の
違
反
よ
り
も
、
取

締
役
会
の
決
議
を
欠
く
ほ
う
が
理
疵
の
程
度
に
お
い
て
重
大
で
あ
る
か
ら
で
あ

る
。
裁
判
所
は
、
あ
る
い
は
、
差
止
仮
処
分
違
反
の
新
株
発
行
は
他
の
場
合
よ

り
も
、
株
主
の
利
益
を
害
す
る
こ
と
が
明
白
で
あ
る
と
考
え
た
の
か
も
し
れ
な

い
が
株
主
の
利
益
保
護
と
い
う
観
点
よ
り
も
法
秩
序
尊
重
と
い
う
目
的
か
ら
、

換
言
す
れ
ば
、
わ
が
国
に
は
仮
処
分
違
反
に
つ
き
ア
メ
リ
カ
の
場
合
の
よ
う
な

法
廷
侮
辱
と
し
て
の
制
裁
が
認
め
ら
れ
て
い
な
い
代
償
と
し
て
、
新
株
発
行
無

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
四
五
　
　
（
一
一
七
七
）
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効
と
い
う
特
別
な
私
法
上
の
効
果
の
発
生
を
認
め
よ
う
と
し
た
の
で
は
な
い
か

．
と
お
も
わ
れ
る
。
本
判
決
が
仮
処
分
の
原
因
と
な
つ
た
事
実
の
存
否
を
問
題
と

せ
ず
、
仮
処
分
命
令
に
違
反
し
た
と
い
う
こ
と
だ
け
を
問
題
と
し
て
い
る
点
か

ら
も
、
こ
の
よ
う
な
裁
判
所
の
趣
旨
が
う
か
が
わ
れ
る
が
、
も
し
、
こ
の
よ
う

な
趣
旨
で
あ
る
と
す
れ
ぽ
不
満
が
残
る
。

　
お
も
う
に
、
昭
和
二
五
年
の
商
法
改
正
で
取
締
役
会
の
決
議
に
よ
り
新
株
発

行
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
株
主
は
こ
れ
に
関
与
し
な
い
こ
と
に
な
つ
た
た

め
、
そ
の
発
行
価
額
や
割
当
方
法
い
か
ん
に
よ
つ
て
は
、
株
主
の
経
済
的
利
益

や
支
配
的
利
益
が
害
さ
れ
る
お
そ
れ
が
あ
り
、
し
た
が
つ
て
こ
の
よ
う
な
株
主

の
利
益
保
護
を
目
的
と
し
て
株
主
の
差
止
請
求
権
（
商
二
八
○
条
ノ
一
〇
）
が
認

め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
差
止
請
求
制
度
は
ア
メ
リ
カ
の
衡
平
法
上
の
救
済

手
段
で
あ
る
差
止
命
令
（
一
三
9
＆
8
）
の
制
度
に
な
ら
つ
て
認
め
ら
れ
た
も

の
で
あ
り
、
し
た
が
つ
て
、
差
止
請
求
権
を
行
使
す
る
た
め
の
要
件
と
し
て
は
、

新
株
発
行
が
著
し
く
不
公
正
な
方
法
に
よ
つ
て
行
わ
れ
る
と
か
、
株
主
が
不
利

益
を
う
け
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
か
と
い
う
実
質
的
な
内
容
が
要
求
さ
れ
て
い

る
。
そ
し
て
、
そ
の
請
求
手
段
も
法
定
さ
れ
て
い
な
い
か
ら
裁
判
外
の
請
求
で

も
よ
い
が
、
会
社
の
発
行
手
続
を
停
止
さ
せ
る
た
め
に
は
、
裁
判
上
の
請
求
の

方
が
ベ
タ
ー
で
あ
る
と
し
て
実
際
上
仮
処
分
の
制
度
が
一
般
に
利
用
さ
れ
て
い

る
の
で
あ
る
。
し
た
が
つ
て
、
発
行
差
止
の
仮
処
分
は
差
止
請
求
の
一
手
段
に

す
ぎ
ず
、
た
ん
な
る
差
止
請
求
と
差
止
仮
処
分
命
令
と
の
違
い
は
、
後
者
が
公

権
力
に
よ
つ
て
株
主
に
不
利
益
を
与
え
る
お
そ
れ
が
あ
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
て

い
る
こ
と
で
あ
る
。
し
た
が
つ
て
、
株
主
に
不
利
益
を
与
え
る
お
そ
れ
が
あ
る

こ
と
が
認
め
ら
れ
て
い
て
も
、
あ
え
て
新
株
発
行
を
行
え
ば
、
そ
の
効
力
は
も
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は
や
否
定
で
き
な
く
な
る
と
い
う
の
で
は
、
差
止
請
求
制
度
は
実
質
的
に
無
意

味
な
も
の
に
な
つ
て
し
ま
う
。
し
た
が
つ
て
、
差
止
仮
処
分
違
反
の
新
株
発
行

は
無
効
原
因
と
な
る
と
解
す
べ
き
で
あ
る
が
、
こ
の
考
え
に
対
し
て
は
民
事
訴

訟
法
上
、
仮
処
分
に
は
対
世
的
効
力
が
認
め
ら
れ
な
い
と
い
う
点
が
問
題
と
な

る
。
し
か
し
、
仮
処
分
が
あ
つ
た
と
い
う
事
実
が
、
実
体
法
上
ど
の
よ
う
な
効

果
を
生
ず
る
か
は
、
実
体
法
上
の
問
題
と
し
て
考
え
て
よ
い
の
で
は
な
か
ろ
う

か
。
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
株
主
保
護
の
た
め
に
差
止
請
求
権
を
認
め
た
商
法
二

八
○
条
ノ
一
〇
の
立
法
趣
旨
、
新
株
発
行
の
一
体
性
な
ど
か
ら
考
え
て
、
差
止

仮
処
分
は
実
質
的
に
は
会
社
に
対
し
当
該
新
株
の
発
行
権
限
を
制
限
す
る
も
の

と
解
し
、
差
止
仮
処
分
違
反
の
新
株
発
行
は
、
取
締
役
会
の
決
議
を
欠
く
新
株

発
行
の
場
合
と
同
様
に
、
無
効
原
因
に
な
る
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
る
（
塩

田
・
本
件
判
批
商
事
法
務
八
三
一
号
…
二
頁
）
。
こ
の
よ
う
な
考
え
方
に
対
し
て
は
法

律
関
係
の
安
定
を
阻
害
し
、
取
引
の
安
全
を
損
う
と
い
う
批
判
が
あ
る
と
お
も

わ
れ
る
が
、
株
主
の
利
益
を
保
護
し
公
正
な
新
株
発
行
を
確
保
す
る
た
め
に
は
、

あ
る
程
度
取
引
の
安
全
が
害
さ
れ
て
も
や
む
を
え
な
い
し
、
新
株
発
行
の
無
効

は
新
株
発
行
無
効
の
訴
に
よ
つ
て
の
み
生
じ
う
る
の
で
あ
り
、
こ
の
提
訴
期
間

は
六
ヵ
月
と
法
定
さ
れ
て
お
り
（
商
二
八
O
条
ノ
一
五
第
一
項
）
、
無
提
訴
で
こ
の

期
間
を
経
過
す
れ
ぽ
法
律
関
係
は
確
定
す
る
か
ら
、
そ
れ
ほ
ど
長
期
に
わ
た
り

法
律
関
係
の
安
定
を
害
す
る
も
の
で
は
な
い
。
し
た
が
つ
て
・
前
記
の
批
判
に

は
十
分
堪
え
う
る
と
考
え
る
。

　
要
す
る
に
、
本
判
決
の
理
論
に
は
不
満
が
残
る
が
、
発
行
差
止
仮
処
分
違
反

は
新
株
発
行
の
無
効
原
因
と
な
る
と
す
る
判
決
の
結
論
に
は
賛
成
で
あ
る
。
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